
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

緊急輸送路の落石危険

箇所の対策実施箇所数

落石等危険箇所の

対策実施箇所数

県民との協働による実施： 実施は困難

補正予算 566,672 364,000

成果目標の達成状況

項目 H26末

400/525

(76.2%)

1,099/2,390

(46.0%)

合計 952,275

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

952,275

○落石等災害の危険性が高い箇所について、落石防護柵などの防災対策施設を整備し、道路災害の発生を未然に防止する。

・緊急輸送路の落石等危険箇所525箇所について、対策を平成32年度までに完了させる。

・県内の落石等危険箇所2,390箇所について、対策の進捗を図る。

・緊急輸送路の落石等危険箇所は、県内に525箇所あり、平成27年度末までに429箇所の対策を完了し、81.7%の進捗率となっている。

・県内の落石等危険箇所は2,390箇所あり、平成27年度末までに1,144箇所の対策を完了し、47.9%の進捗率になっている。

・近年、道路施設の老朽化が原因による崩落等も発生しており、その対策も必要となっている。

952,275 952,275

合計（A) 1,802,437

429/525

(81.7%)

29年度

163,922 308,283

当初予算

449/525

(85.5%)

449/525

(85.5%)

【左記の説明、根拠法令等】

道路法42条

総合５か年

計画

1,170,916

未達成

1,144/2,390

(47.9%)

1,184/2,390

(49.5%)

1,181/2,390

(49.4%)

達成

・緊急輸送路の落石危険箇所の進捗率を85.5%まで向上させる。

・落石等危険箇所の進捗率を49.5%まで向上させる。

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

－

－

目指す姿

現状

（予算編成

時）

事業番号 11 03 15 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県単道路防災費県単道路防災費県単道路防災費県単道路防災費
担

当

課

部局 建設部

課・局・室 道路管理課

プロジェクト  E-mail michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

４－５　災害に強い建物・道路等の整備 実施期間 S30 ～

施策展開

４－(1)　確かな暮らしを支える地域構造の構築

　　(ｲ)　既存資産のマネジメント強化

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針 ５－３　賑わいある快適な健康長寿のまち・むらづくり

　　(ｱ)　地域に必要なサービス・交流機能の確保

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

道路災害防除 直接 落石危険箇所の落石防護柵等防災施設の設置 952,275 1,170,916 952,275

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

938,000

Aの

財源

1,480,197 1,260,558

0 0 0

0

1,135,000 863,000 741,000

667,437 617,197 519,558

概　算

人件費

16.89 16.89 16.89

－

1,638,514 1,170,916

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

引き続き、目標達成に向けて事業を進めたい。

目標に対

する成果

の状況

落石危険箇所対策において、下半期に全面通行止めとなる規模の法面崩落災害が数件発生し、その対応による影響で予定していた対

策箇所が実施できなかったため、実施箇所数について達成できなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 1,638,514 1,170,916 1,260,558

－ －

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 297,765

0 0


